
「ちゅうぎんアプリ」に住所変更手続き機能を追加しました。本機能ではマイナンバーカードの
公的個人認証サービスを活用します。公的個人認証サービスは、マイナンバーカードのICチップ
に搭載された電子証明書を利用し、オンラインで利用者本人の認証等を安全・確実におこなう
ためのサービスです。
本サービスの導入により、一部の申込内容の入力が不要となり手続きがスムーズになります。

「ちゅうぎんアプリ」住所変更手続き機能を追加

お客さまの利便性向上に向けた取組みとして、住宅ローンのWEB化を開始し
ています。
今まで申込書類に約80項目を手書きで記入いただいていましたが、WEB画面
に約20項目を入力するだけで申込手続きが完了します。事前審査結果の到着ま
で3営業日程度必要でしたが、最短30分程度で審査結果が届くなど、利便性が
大幅にアップしています。

住宅ローンのWEB化について

お客さまのGHG(温室効果ガス）排出量を算定・可視化するクラウドサービス「ちゅうぎんGX
ボード」の取扱いを開始しました。本サービスでは、使用したガソリンや軽油、電気の使用量など
を入力するだけで、GHG排出量の算定が可能です。
本サービスの導入により、地域のお客さまの脱炭素経営への関心を高めるとともに、GHG排
出量の可視化から削減に向けた対話を通して、お客さまの企業価値向上を目指します。

「ちゅうぎんGXボード」の取扱開始

SDGsの取組みについて

ちゅうぎんグループ社員から集められた食品や日用品を、さまざまな事情で生
活に困難を抱えている子育て世帯に提供する「フード＆ライフドライブ」を実施し
ました。
今回の活動は、岡山市の北長瀬コミュニティフリッジへの寄贈を通じておこ

なったものです。
今後も「フード＆ライフドライブ」による継続的な活動を通じて食品ロスや貧困
問題の支援に取組んでまいります。

「フード＆ライフドライブ」の実施

障がい者支援の一環として「おかしBOX」事業を活用した社員向けお菓子の販
売を、本店ビル社員食堂で開始しました。
「おかしBOX」事業は、就労継続支援B型事業所の工賃向上や活動意欲促進を
目指し、岡山県内の自治体や企業、団体が協力して取組んでいる事業です。
ちゅうぎんグループの社員がお菓子を購入することで、障がい者の工賃向上支

援を図るとともに、障がい者の活動に対する社内への理解浸透を目指します。

「おかしBOX」事業を通じた障がい者支援

生物多様性保全の一環として、株式会社イノカが設立する瀬
戸内海での生物多様性保全および地域経済の活性化を目指す
プロジェクト「瀬戸内渚フォーラム」に参画しました。
藻場は海洋生物の繁殖場や食物供給源として機能するほか、

二酸化炭素の吸収源として近年注目を集めています。一方、環境
変化により瀬戸内海の藻場は大きく減少しています。
瀬戸内海に面する多くの団体が協働することで、人と海が共
栄する地域循環型社会のモデルケースを創出します。

「瀬戸内渚フォーラム」へ参画

※イメージ

新商品・新サービスについて
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